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はじめに

　第５回万葉文化館主宰共同研究「海外における記紀万葉の受容に関する比較研究―翻訳にあらわれる

日本文学の特色について―」において、各言語の翻訳事例を比較検討するなかで、万葉歌を翻訳した初

期の事例についてまとめる必要性を感じたため、これを担当した。

　『万葉集』がはじめて海外へ渡海し、その翻訳が試みられたのは 19 世紀のことである。万葉歌の翻訳

は 20 世紀に入ると、1906 年にディキンズが、1919 年にウェーリが英訳し、そして 1929 年からはピア

ソンによる英語全訳の刊行が開始するように、英語圏での翻訳が盛んになってくる。そのため本稿では

19 世紀を万葉集翻訳の黎明期と位置付けて、その過程をみていく。

　ただし『万葉集』を翻訳した書物の書誌情報については、すでに佐佐木信綱『萬葉集事典』（平凡社、

1956 年初版）が「翻譯」の項目（771 ～ 776 頁）にまとめている。これを上回る成果を出すことは難し

いが、現在からみれば古くなった情報も見られるため、改めて『萬葉集事典』を読み直し、追加される

情報を中心に報告したい（1）。

１．万葉集翻訳の初見 ―クラプロートの事例―

　いつ、どの書物が万葉歌を翻訳した初見のものにあたるのか。“The Manyōshū : the Nippon 

Gakujutsu Shinkōkai translation of one thousand poems”（New York : Columbia University Press, 

1969）の序文でドナルド・キーン氏はつぎのように述べる（日本語訳を私に併記する）。

 The first translations from the Manyōshū into a European language date back more than a 

century, well before Japan was opened to the West. One “envoy” (hanka) to a long poem was 

translated as early as 1834 by the celebrated German orientalist Heinrich Julius Klaproth (1783-

1835). Klaproth, having journeyed to Siberia in pursuit of strange languages, encountered some 

illiterate Japanese castaways, fisherman, hardly ideal mentors for the study of eighth-century 

poetry. Not surprisingly, his translation was anything but accurate.

　『万葉集』が初めて西洋の言葉に翻訳されたのは１世紀以上も前、日本が欧米諸国に向けて開国

するよりずっと前のことです。ある長歌にひっついた“envoy”（反歌）が翻訳されたのは、1834

年という早い時期、有名なドイツの東洋学者ハインリヒ・ユリウス・クラプロート（1783-1835）

によるものです。彼は馴染みのない言語を研究するためにシベリアを旅行し、そこで８世紀の詩歌

を学ぶに理想的な先生とはかけ離れた、読み書きのできない日本人の漂流者や漁師と出会いました。

当然のことながら、彼の翻訳は正確とはいえないものになりました。
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